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その他を選んだ方 

詳しい状況をお知らせください（自由記述） 

12 件の回答 
不眠、食欲不振 

家族の理由は一切考慮されず、児相だけの密室の調査になっているため。 

頭皮に炎症が起こり部分ハゲに。つらくて苦しくて耐えるのに噛み締めすぎて奥歯が二度砕けた。 

鬱々となり、食欲減少、吐き気がした 

前向きな気持ちを持って退所してきた 

乳児院で過飲症にさせられた 

帰宅した日の夜、寝る前に 3回、4回とトイレに起きてきました。一応、病院で問題はない言われましたが、精

神的にも影響はあったのだとおもいます。 

十二指腸潰瘍と胃潰瘍になった。心身共に苦しくなり体重が 15kg減った。なぜ虐待なんてしていないのに引

き離されるのか、理不尽な引き離しに対して無力過ぎて仕事中や運転中に突然涙が溢れ出て何度も心が折

れたが何とか感情をコントロールして過ごした。 

寝付きが悪く睡眠不足 

本人の様子は第三者が介在しないためわからない 

子どもはひとつきで体重が 5kg減り、コロナ感染し重症化ひとつき入院、視力も半減しました。カルテ開示は

ありません。 

血圧が高くなった。妻は Bp200.150 位になり、高血圧の薬が増えました。また、糖尿病が悪化し、毎日インシ

ュリン注射になり、免疫低下から湿疹やヘルペスが増えました。 

 

質問２で「心身の調子に良い変化はあった」を選んだ方 

 

詳しい状況や気になったことなどあればお知らせください（自由記述） 

1 件の回答 
保護所での手厚い個別対応があった 



【一時保護を経験した当事者の心身の不調調査】 

3 

 

 

質問２で「心身の調子に悪い変化はあった」を選んだ方 

 

詳しい状況や気になったことなどあればお知らせください（自由記述）17 件の回答 

子どもの様子を示している部分 親の記述の中から注目箇所 
最初の数日間は、食事が取れず、体重が 2キロ減りました。 

私は母親の立場です。生後半年の娘が突然虐待の疑いがあると言われ一時保護となりました。虐待は身に

覚えがない事で、娘が戻ってくるまでの間ろくに眠れない日々を送りました。毎晩、いつ娘は帰ってくるのか、

なぜこんな事になったのか、今後私達が逮捕され娘と一生会えなくなるのではとぐるぐると考えていました。自

然と涙が出てきたり、不眠になるなど鬱状態であったと思います。ですが、もしも私が鬱病と診断されたら、精

神疾患のある母親の元へ娘は返してもらえなくなるだろうと思い、受診すら出来ませんでした。辛い地獄の

日々でした。 児童相談所の担当者からも「お母さん、眠れていますか。顔が・・・。」と顔つきが変わったことを

言われました。 一時保護にあって、すぐに審査請求をしようと思いました。ですが、この制度は「調査のため

に行う事が認められている」と児童相談所職員に言われました。調べてみると確かにそのようでした。 これで

は親に否がなかったとしても、まったく不服申し立てが出来ません。 また、家庭復帰が決まるまで面会も行わ

れませんでした。 一時保護の間に、娘は歯が生えて初めての離乳食が始まりました。当然、私や夫はその現

場に立ち会う事が出来ませんでした。 私以外にも、祖母も一時保護によって酷くショックを受け、体調不良を

起こしました。円形脱毛症になり、心療内科に通院して内服治療をしました。趣味のテニスにも行けなくなり、

高齢だったためか一時保護解除されてからも活動量が低下しました。 

買い物にも行けず家事も出来ず帰宅も辛くなり外泊した 

認めないと面会させてくれない、次のステップに行かない理不尽さ。 

まだ保護をされているので、詳しい現在の体調についてはわかりませんが、２度保護されており、１度目の保

護の後、夜驚や、起きた時に泣く、ママの後を追う、突然泣き出すなどの状態が見られました。 
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虐待などしてないのに、「あなた達はネグレクトだ。2番目に重い虐待をした。子供たちに謝って。児相としては

すんなり返すわけにいかない」また千葉県庁に「このままでは子供たちが自殺しかねない」と相談すると、「死

んだら千葉県で責任とりますから」と酷いことを言われました。子どもが私達夫婦に泣きながら「帰りたい」と言

っても児相職員はこの状況を見て楽しんでいる雰囲気もありました。「子どもを抱きしめるのは禁止です。次は

そのようなことはしないでください」まで言われました。 結局息子は 6 ヶ月娘は 2 ヶ月保護されました。楽しみ

にしていた運動会遠足すべて参加できませんでした。子どもたちは参加できず、ショックをうけていました。 私

は寝られなくなり、睡眠薬も多量に飲まなければ寝られなくなりました。また仕事も辞めざるをえず（児相の呼

び出しが多く、また日にち時間も考慮がないために早退が増え、職場に迷惑がかかるため）生活も困窮してお

ります。今だ児相とは解決しておらず、仕事が一切できません。家族バラバラに住んでおり、アパート代とその

生活費の捻出が大変な状況です。このままだと間違いなく破産します。 児相からは、「社会福祉協議会から

お金借りたらいいじゃないですか」まで言われました。 主治医 2人も児相に対し「あなた方が虐待してるじゃ

ないですか。家族は疲弊しきっている。早く元に戻してほしい」と強く抗議しましたが、耳を貸す様子もなかった

と聞きました。子どもたちは、いつまた連れて行かれるかと児相に怯え、娘は過呼吸もたびたび起こします。も

う生活めちゃくちゃです。 

毎日泣いて暮らした。外出困難になった。 

体重が一時保護から 2週間で 10キロ落ち、子供といつも行っていたお店には顔を出すことができなくなり、

仕事にも支障が出ていました。 

眩暈を煩った 

子どもたちが居なくなって生きる気力が無くなった 

急な連れ去りによるトラウマやフラッシュバックが続いている。 

死にたくなる 

児相からの電話が不愉快であった 

相談しようと行った先々に児相が電話して親を相手にしないように指示して孤立を促した。 

不登校、昼夜逆転、食事取らない、バリケード作り引きこもり。 

親としては、うつ病などになると、子どもが帰ってこないと思い、決して、病気にならぬよう気を張って生活して

いますが、毎日、疲労困憊でクタクタです。 

児相職員と面談ときは、虐待していないのに、虐待していると一時保護にして、妻は ptsd になったので、面談

は弁護士に同席してもらっている。 
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質問３ 

 

その他を選んだ方 

詳しい状況をお知らせください（自由記述）12 件の回答 

子どもの様子を示している部分 親が医療受けない理由 

 

私は一時保護によって不眠となり、自然と涙が流れる事があるなど明らかに心が不安定になりましたが、医療

機関は受診しませんでした。精神疾患であると診断されると娘を児童相談所から返してもらえないと思いまし

た。 

児相に問題視されたくないから受診するという選択をしなかった。 

受診していない 

適切に受診できていない。  

自分か子供なのかどっちか分からない為（※質問対象がどちらかあいまいに聞いてしまった結果） 

産婦人科の検診にすら児相の男性職員が着いてきて内診も行こうとされて病院側に制止して追い出してもら

った 

自分の意志で診療を受けなった 

これまで通っていた病院であるが、1時保護された子供と同じ病院で、児相が関わったことで、今後は当院に

来ないようにと言うようなことをドクターから言われた。紹介状を渡され、そこには、児相からの偽情報が書か

れていた。 

児相お抱えの医師の診断に疑問があるが、本人と接触していないためわからない 

児相側に情報が筒抜けなので、少々体調が悪くとも、医療機関の受診を控えた。 

診察、カウンセリングを受けることはできましたが、医療機関、カウンセリング機関、共に、児童相談所に対し

て、おかしいと思うことがあっても何も意見を言えないのだと感じることが何度もありました。 

娘は、児童養護施設聖家族の家でシングレアチュラブルを毎日 5年間飲まされ、頭痛になり、学校成績は悪

化、自分の決めている高校でなく支援学校にいくようにと大阪市北部こども相談センターは大阪家庭裁判所

に審判をして、虐待していないのに 2023年 6月 15日、センターで面談中、両親を一時保護にして、2024年

1月 9日親権停止にした。娘がなにわ高等支援学校を望んでいると虚偽をいい、家庭裁判所の調査官も同
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様、虚偽をいって、心理的虐待や DV虐待捏造をしている。娘が入院したとき、虐待したと児相の派遣看護師

がカルテを偽造した。親権停止より、憲法 26条で保障された、教育権が侵害されているので、辻川圭乃弁護

士に頼み即時抗告をいましている。 

 

質問３で「医療機関で必要な診察を受ける事に問題があった」と回答した方 

どのような問題がありましたか？（自由記述）19 件の回答  

子どもの様子を示している部分 親が医療受けない理由 
医療機関、教育機関、行政、家庭に関わる全ての機関が親の同意を得ないまま児相の一時保護を容認す

る、もしくは通告するため、医療にかかることへ信用が出来なかった。 

精神科の看護師が一人やめて医療を一時受けられていなかった 

一時保護により心が不安定になりましたが、医療機関を受診して精神疾患だと診断されてしまうと娘が返って

こないと思ったので適切な治療は受けられませんでした。 

親の関わりは無視された 

病院に行くことが必要だと思ったが病院に行くことすら困難なほど気力がないなど精神的なダメージが大きか

った 

児相に居たいうと治療や診察もまともにしない。 

同じ病院に保護中に行ったようで保護中は無料診察だったけど退所後に保険を使うのか無料診察なのか問

われた時に居た堪れなかった 

保護された子供に関しては、保護期間中にコロナやインフルエンザなどに対して予防接種やワクチン摂取を

何度も勧められた。また、保護されて約 8 ヶ月で 4歳になったばかりの時に遠視、乱視でメガネをかけた治療

をしなければならないと言われたが、医師の初診から 1 ヶ月半も経ってようやくメガネをかけるという対応の遅

れがあった。目の病気の疑いの段階ですぐに対処するということが児相職員のスケジュールの都合で先延ば

しにされたり、受診日に乳児院でコロナ患者が出て、眼科に連れて行く職員が居ない為、治療、検査が延期さ

れた。子供の将来に関わる症状であるにも関わらず、優先順位をつけられて延ばされたことは親として大変憤

慨、遺憾であった。また、保護されて一週間で出現した母子分離による明らかな抵抗、夜驚をあたかも母親に

よる虐待の可能性と決めつけ、児相の嘱託医に虐待ありきの診察での偏った検査、診察により、医師本人に

よる診察はたった 45分のみであるのに、乳児院職員からの聞き取りのみで母親の虐待による PTSD が疑わ

れるという報告書を出され、専門家の意見として重きを置かれ、公的保護施設に空きが無く 7 ヶ月も待機させ

られる理由とされ、面会制限をかけられた。PTSDに関しては、何度もセカンドオピニオンを希望したが、その

必要はないとなされることはなかった。またそれらの症状から発達障害を疑い、県立の病院を受診させられた

時、保護初期の段階での抵抗や夜驚を強調され、薬の投与についても相談するような対応であったが、母親

から再三母子分離によるものだと訴えてきていたせいか、それまで使っていた母親の虐待の可能性という言

葉は使わず、ただ原因が不明なので、という言葉を用いていた。そこの医師には公的保護施設の職員からの

直接的な話から投薬は必要ないと言われた。 

新たな理由で保護になるのではと思い本当の事が言えなかった 

児童精神科は予約自体とれない。100箇所以上問い合わせてようやく見つかった。児相からは「病院に行け

ば加点をつける」と言われ、死にものぐるいで見つけた。受診しても病院に児相から信じられないくらい連絡が

きたと主治医から聞き、迷惑をかけ申し訳なく思った。主治医もあまりの児相の酷さに困惑している。主治医



【一時保護を経験した当事者の心身の不調調査】 

7 

 

からも児相のやり方に抗議しても、全く聞き入れないと聞きました。小さい子どもにたくさんの薬を飲ませなきゃ

ならないのは可哀相で、涙が出てきます。 

精神状態が不安定だと施設入所になる可能性が上がる 

地元の主が児相の虐待を信用してくれない。 

質問が自分に対してなのか 保護されている子供の事なのかが 分かりづらいですが 保護された子供は 

希望した医療が受ける事が出来なかった。 自分は 子供が保護されてから 体調は良く無いが 医療機関に

は受診はしていない 

不適切な対応 

子どもが一緒に暮らしていれば受けられた治療やリハビリを児相が前例がないからと受けさせなかった。 

精神的負担で受診できなかった 

児相に誤解され虐待ではないのに子供を連れ去られたと訴えると頭がおかしいと捉えられた。 

身内の人以外大人の人と話したりするのが怖くなってしまい、泣いたり大きな声を出したり聞いてることに対し

ての受け答えが出来なかった。 

行政機関に筒抜け（グル）なので、虐待親で、精神疾患などの事実と異なる病名をつけられて、施設などに入

れられたら、一生、子どもに逢えないと思い、少々、体調不良があっても医療機関は受診せず、我慢してい

る。 

 

質問４

 

質問４で「家族親族等に体調不良はあった」と回答した方 
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質問４で体調不良の状況を詳しくお知らせください（自由記述）31 件の回答 子どもの様子 
 

子どもはロボットのようなぎこちない動きになり、会話もしなかった。夜中に叫び声をあげて泣く様子も多々起

きた。便秘、下痢、原因不明の高熱なども続いた。 父母は睡眠も食事も全くとることが出来ずに過ごしたた

め、体重は 10キロ以上減った。 極度のストレス下であり、平常時の脈拍が通常の 30から 50に上がった。 

保護解除後も児相の訪問が終わる半年間まで、過度のストレスは続き、頭髪が明らかに変化するほど抜け落

ちた。 周辺の関係者も同様の体調不良が起きた。 

子はしばらくの間不安感が強く甘えが強くなった。私は数年たった今も突然当時を思い出し猛烈な不安感に

襲われることがある。今でも絶対に家の中にいるのに子がちゃんといるかどうか確認してしまうことがある。 

先述したように、祖母が円形脱毛症になりました。 

うつ状態 

子ども→運動不足で激太り 皮膚ただれ 悪夢でうなされる 大人→体重減 睡眠不良 落涙 抑うつ状態 

無気力症 

保護児童本人･･･睡眠障害・過食・自傷行為 保護児童の母･･･自己免疫疾患再発・不眠 

子供は体重が 38㌔→33㌔へ激減し、施設内で暴力やワイセツな行為を職員から受け怖がって精神的ダメ

ージを受けている。また児相担当や心理担当から嘘を言わされる、ことへの恐怖。 

保護者はうつ状態→現在は回復傾向 保護児童は退所後に過食→現在は完治 その他兄弟は急な連れ去り

により登校できない状況に陥った→現在は登校できている 

祖母である私は、先の見えない不安と恐怖で睡眠障害に陥り、入眠剤、精神安定剤を服用するも徐々に効か

なくなった。朝起きると言いようのない脱力感、無念、怒りが湧き、しばらく日常生活にすぐに関われない日々

が 1年半近く続いている。娘（母親）が面談、面会の時などは終わるまで動悸が止まらず、医師からは根本の

原因がなくならない限り、胃痛や不眠、うつ状態への対処的な投薬しかないと言われた。保護される直前の検

診から一年半後の検診で体重の減少が 10キロ近く認められた。保護された子の母親に至っては、保護され

ただけでも精神が参っている状況で警察での取り調べで被疑者として扱われ、日に日に食欲が低下、仕事も

辞めざるを得なくなり、薬物の過剰摂取による現実逃避にまで及んだ。食事をしても味が無い、睡眠薬投与で
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階段から落ちることもあった。また、以前からの病気が再発するなど、心身ともに疲弊の一途を辿ってきた。私

自身、そんな娘を支えながら、自身の体調不良を闘わざるを得ない毎日が続いている。 

神奈川県鎌倉三浦地域児童相談所職員の脅迫行為により精神的ストレスから入院を余儀なくされた 

まず母である私は寝られない食べれない人間不信になり、睡眠薬違う種類 3種類服用。今だに睡眠薬ないと

寝られず。誰も信用できない。心から笑えない。外に出ると通報されるのでは？と外出もままならない。毎月病

院受診。薬を飲んでも精神的不安定。障害者手帳も 2級所持になった。 主人は、寝られず、仕事もままなら

ない。少し状況は改善したが、児相に呼び出されるときは仕事休まなきゃならないため、給料が減り落ち込む

ことが増えた。（日給制なので、1日休むのもかなり影響。有給は通院で利用しているので、有給は限界あり） 

息子は情緒不安定。毎月の受診が欠かせない。 児相の通所のあとに、大泣きし、帰宅するまでタクシーを毎

回使わなきゃならない。 娘は廃人となり、明るい子だったのに、しゃべらなくなり、過呼吸も度々起こす。同じく

受診が欠かせない。学校や関係者からはかなり心配されている。 何も知らない近所からは、「娘さん何かあ

ったんですか？様子おかしいですよ。明るい子だったのに。今は別人ですよ。」と言われた。 

祖母の認知がおかしくなった。それに伴い祖父が家事を行い骨折入院、現在は寝たきりに近い状態になって

しまった。 父親は長く睡眠障害に陥り、体重も減り周りから痩せたと指摘されている。 

曾祖母の認知症が進行。祖母の心疾患が悪化。 

表情がなくなった。 

メンタルクリニックを受診しなければならなくなった 

急な変化に伴い、説明もなく大事な家族が連れ去られたことで、家族へのダメージは大きかった。 

抑うつ、体調不良、睡眠不足、体重減少、食欲衰退、頭痛、腹痛、胃痛 

食事が取れなくなり、体重が激減した。また、あまりの憤りと理不尽さに慢性的に血圧が上昇して、頭痛に悩

む日が増えた。 

精神的に疲労を感じた 

子供は保護されてから 暴れ自宅ではあり得ない暴言暴力行為 自殺を仄めかす言動がある事を知らされ 

精神科に受診させられ 向精神薬等の服薬投与をされている 

児童相談所職員と対話後は他の人との対話が困難になってきた。 人を信用する事ができなくなってきた。 

うつ。職員に対する恐怖で泣き出す。 

大好物でさえ、美味しく感じられず、食いしん坊で、美食派なのに、毎日の食事が苦痛になり全く食べられなく

なって体重が一気に 16キロほど減ってしまった。 動悸で夜中に何度も目覚め、今死ぬわけにいかない！と

様々な高額な栄養素を取り入れてみた。 児相担当者からの電話や面談で声を聞くだけで 胃が痛み 薬だけ

では治らなくなってしまった 1番酷かったのは、帰宅した子供達の悲惨な様子を緩和させたいと仕事以上に

大掛かりなケアをして 寝る間がなかった時 過労死寸前（上下から出てしまい）で救急搬送された  

保護解除されず子供と会えない不安、イライラ 

相談しても、どこも解決への指針をもっておらず苦悩が止まらない。 

日常生活に困難をきたした 

メンタルの不調、鬱症状、持病の悪化、原因不明の熱 

不眠、不安障害、 

不眠、うつ症状、希死念慮があるが、医療機関と行政が連動しているので、医療機関を受診せず、我慢してい

る 
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娘も一時保護中、半年間で 10kgほど体重が増加している。両親は高血圧になった。妻は糖尿病やヘルペ

ス、湿疹、ptsd などになった。 

 


